
122   CG18-08

旅に出ましょう

Dallara Stradale
ダラーラ ストラダーレ

世界的なレーシングカー・コンストラクター、ダラーラがついに自ら
の名を冠したロードカーを発表した。F1はもちろん、WEC、イン
ディカー、フォーミュラE……と、現代のモータースポーツ・シーン
を最先端テクノロジーで支えるイタリアの雄、ダラーラ。そんな彼
らが長らく夢見た、理想のストリート・リーガルとは？

report : 早田禎久 Yoshihisa Hayata

photo : ロレンツォ・マルチンノ Lorenzo Marcinnò、Dallara

coordination : 野口祐子 Yuko Noguchi

分の距離にあるアウトードロモ・リカルド・パレッティ、通称、ヴァラ
ーノ・サーキットのパドックに3台のダラーラ・ストラダーレは用意さ
れていた。初めてナマで対面する“彼女”は流麗にしてスリーク。
CFRP（カーボンファイバー）で構成されたふたり乗りのオープン
スポーツは、まさにバルケッタの形容がピッタリの出で立ちを持つ。
　まずは開発ドライバーのおひとりで、主にサーキットでの熟成
を担当されたマルコ・アピチェラさん（1994年全日本F3000王者
の、あのアピチェラさんです！）の隣りで同乗走行。
 「このクルマは開発用プロトタイプで、すでにかなりの距離を走
りました。大きなリアウィングはオプションです。サーキット走行が
メインということで地上高も最低で、タイヤは公道も走れるレーシ
ングタイヤ、ピレリP-ZERO TROFEO Rを履いています。では、
どうぞ、コクピットへ」
　と、アピチェラさんに促され、乗り込もうとしてハタと困った。こ
のクルマ、ドアがないのだ。

痛快まるかじり

　イタリアはパルマ近郊、ヴァラーノ・デ・メレガリという緑豊かな
街に本拠を構えるダラーラ。そのダラーラ本社からクルマで2～3
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ジャンパオロ・ダラーラ御大の出身地であり、ダラーラ社が本拠を構えるヴァラーノ・デ・メ
レガリの市街地を往くダラーラ・ストラダーレ。シャシーナンバー001を持つこの個体は、
ダラーラ御大の所有になる。大型のウィンドスクリーンは1万6600ユーロ（215万円）＋
税と5段MTギアボックスを備える“ベーシックモデル”だ。ちなみにベース車両（15万
5000ユーロ／約2000万円）はフロントのウィンドスクリーンがつかない。ステアリング
を握るのはスーパースポーツカー開発のスペシャリスト、ロリス・ビコッキさん。175cm／
120kgの巨漢パセンジャーがまったく問題なく収まっているキャビンにも注目されたい。

T R A C K  &  R O A D  I M P R E S S I O N

 「ゴメンナサイ。では、まずコクピット脇のボディパネルに腰掛け
てください。背後のロールフープに左手をかけたら、左足をコクピ
ット内部のフットボックス方向に伸ばしましょう。シート座面の中央
に“STEP HERE”と印した切り欠き部がありますね？ そこに左
足を置いてカラダを安定させたところで、今度は右足をコクピット
に迎え入れ、そのままゆっくりシートに腰を下ろしてください。
……ね、意外とシンプルでしょ？」
　キャビンは175cm ／120kgの当方をスルリと飲み込むほどル
ーミー。シートは当方のゾウみたいなオシリをしっかり受け止めて
くれるし、逆に足元はタップリ余裕がある。超ド級のハイパフォー
マンスカーにありがちな“犠牲”や“献身”とはいっさい無縁。ガマ
ンの無理強いは、カラダにもココロにもよくありませんから̶。
ジャンパオロ・ダラーラ御大のそんなささやきが聞こえてくるかの
ような、そんなコクピットである。
　エンジンの始動もいたってシンプル。スイッチをワンノッチひね

ってイグニッションをON、すかさずSTARTボタンを押すと2.3ℓ
直4ターボエンジンは静かに目を覚ます。スーパースポーツのお
約束であるエンジン始動一発目のウォンっ！！ というブリッピングも、
ストラダーレにはない。世俗の嗜好はともかく、フツーなところは
徹底してフツー。アイドリングはとにかく静かで、“住宅街フレンド
リー”なことこの上ない。
 「このクルマはパドルシフト式のセミAT。シートは固定式でポジシ
ョンを動かすことはできませんが、ステアリングにテレスコピック式
のアジャスターが付くだけでなく、スロットルとブレーキ、ふたつの
ペダル位置もボタンひとつで前後進するので、どんなドライバーで
もベストに近いドライビング・ポジションを採ることができます」
　アピチェラさんが右側のパドルをひとつハジいて、静かにスロッ
トルを踏み込むと、ストラダーレ・プロトはソロソロとピットロードを
滑り出し、そのままコースへ。
 「ステアリングはノンパワーでフィーリングはまさにレーシングカ
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ヴァラーノ・サーキット最終コーナーのアプローチに備えるアピチェラさんとダラーラ・ス
トラダーレ・プロトタイプ。巨大なリアウィングは820kgのダウンフォースを発生する。価
格は9500ユーロ（約125万円）で2Gの横方向Gを生み出す。

CFRPとアルミフレームで構成されたメ
インモノコックに、ご覧のようにCFRP製
のアウターパネルが装着される。

ャンセルが可能ですが、ABSは常時ONです」
　猛烈な加速もさることながら、ナニよりパセンジャー・シートの
当方を驚かせたのがブレーキ性能である。P ZERO TROFEO 
Rというセミレーシングタイヤを履いているからだろうか、とにか
くそのストッピング・パワーがコレまた尋常ならざるもので、巨大
なハンマーでガツンと叩かれピューッと飛んでいたその背中を、
背後に現われたダイダラボッチに突如わしづかみにされる、と
いう感じ。いまから20年ほど前、FIA 2ℓツーリングカー（日本で
はニューツーリングカーと呼ばれていました）仕様のオペル・ベ
クトラに同乗したときも、市販車とは次元の異なる強烈な減速G
に心臓が飛び出るかと思ったものだが、ダラーラ・ストラダーレ
の制動性能はそのレベルに勝るとも劣らない。
 「でもね、とにかく運転がイージーなんです。レーシングドライバ
ーでなくてもまったく問題はありません。どなたが乗られても、こ
のクルマの持つパフォーマンスを心底楽しんでいただける。実
際、テストドライブにいらしたお客さまは、皆さん、キャーキャー言
ってこのストラダーレを楽しんでおいでです。GT3車両のような
重さもありませんし、フィーリングとしてはシングルシーターカー、
あるいはルマンでおなじみのLMPカーにごく近い。なんといって
も、レースデビュー以来、フォーミュラカーにしか乗ったことがな
い僕がドライブしても、楽しさのあまりドンドン運転にのめり込ん
でいく。ダラーラ・ストラダーレは、サーキットで絶対的に速くて楽
しい、そんなクルマなのです」

まるで湯上り

　つづいて今度はもうひとりのテストドライバー、ロリス・ビコッキ
さんの隣に乗って一般道での同乗走行に出かけよう。おのれの
不明を恥じつつ伺うと、このビコッキさん、ランボルギーニのメカ
ニックから開発ドライバーに転身した、根っからのイタリアン・エ
キゾティック・テスターなのだとか。歴代ランボはもちろん、ブガッ

ーのそれ。でも、決して重くない。この辺のノウハウは、まさにダラ
ーラの独壇場です。最高出力400psもスゴいのですが、注目し
ていただきたいのはたった3000rpmで500Nm（50.98mkg）近
い大トルクを発生する点です。しかも、ボディ／シャシーのほとん
どがCFRP（カーボンファイバー）製で車重は855kg（現行ダイ
ハツ・コペンのMT仕様とほぼ同じ）と超軽量。で、それらの諸条
件が融合すると……」
　そう言ってアピチェラさんがスロットルを深々と踏み込んだそ
の途端、でっかいハンマーでガツンと背中を叩かれ、ピュ～ッとス
ッ飛んでいくかのような、尋常でない加速感に飲み込まれた。
 「ね、スゴいでしょ？ ステアリングのダイレクトさやクイックさは、レ
ーシングカーばりなのですが、粗野で荒々しい印象が微塵もな
い。コーナーではほとんどロールしないのに、乗り心地はあくまで
快適。縁石を乗り上げたところで妙なバタつきや仕立ての悪さ
が顔をのぞかせることもありません。サスペンション・ストローク
は小さいのに、そのフィーリングは徹頭徹尾、コンフォート。しか
も、スムーズでコントローラブル。これこそが、ダラーラ御大の強
いこだわりなんです。ABS、トラクションコントロール、ESPを備え
るなど、安全装備も充実しています。このうちトラコンとESPはキ
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オートモティブ・ビジネス・ユニット・マネジャーのマッシミリアーノ・ガッティさん。50％以
上の売り上げをダラーラにもたらす自動車会社のコンサルタント業務を統括する。今回の
ストラダーレ・プロジェクトでも中心的役割を担った。

ダラーラ・ストラ
ダーレのふたりの
開発ドライバー。
左からマルコ・ア
ピチェラさんと
ロリス・ビコッキ
さん。マルコさん
は1980年代中
盤、ロリスさんに
いたっては70年
代中盤からダラー
ラ御大と親交が
ある由。

ドアを持たないダラーラ・ストラダーレ
のコクピットへのアクセス方法。❶コク
ピット脇のボディパネルに腰かけ、❷背
後のロールフープに手をかけ体を安定
させたのち、右足をコクピット内部へ。
❸STEP HEREの記されたプレートに、
❹右足を載せる。アピチェラさんの言う
とおり、キャビンへのアクセスは存外カ
ンタンで、数度繰り返せばたちまちコツ
がつかめる。

❶

❷

❸

❹

T R A C K  &  R O A D  I M P R E S S I O N

翔していく、そんなイメージに近い。ものすごい加速なのだが、ち
っとも暴力的ではないのである。
　ロリスさんの“究極の自動運転”を、そのかたわらで満喫して
いるだけにもかかわらず、前後左右Gに身構え、それをやり過ご
すうち、当方もスポーツしているかのような錯覚に駆られる。ドン
ドン高揚していく気分に、ハラの中がドンドン空っぽになっていく、
いわく言いがたい快さ。同乗走行直後のいちばん近しい感覚は
ズバリ、湯上りの心持ち、だった。

生産台数は600台

　爽快にして痛快―。アピチェラさんとロリスさん、ふたりの開
発ドライバーの隣りに乗せていただいて得たダラーラ・ストラダ
ーレの印象をひと言でいうとそうなる。CFRPなど先端素材を多
用しながら、細部まで丁寧に作りこまれた仕立ての良さは、ホン
の50mも走ればたちどころに理解でき、ドライブ後は湯上りさな

ティEB110、同ヴェイロン、同シロン、パガーニ、ケーニッヒセグな
どの開発に関わっている由。
　パドックを後にして約1km。ヴァラーノ・デ・メレガリの街中に
差しかかるあたりでさっそく感じたのは、乗り心地の素晴らしさ
だ。サーキットでアレだけのパフォーマンスを披露したクルマとは
思えないほど、なめらかで重厚。きわめて軽快なメルセデスSクラ
スかBMW 7シリーズといった印象で、幾重にもかさねたフエル
ト生地の上にいるかのような、しっかり、ガッチリしたフィーリング
は、ある意味、奇異ですらある。
　と、ひとりゴチる間もなく、おあつらえ向きのオープン・ワイン
ディングロードが目の前に開けた。前後を往くクルマの影がまば
らになったのを確認したロリスさんは、5段MTのギアボックスを
持つストラダーレにムチをくれた。
　幸いにしてこの日のヴァラーノはチョー快晴。周囲のあざやか
な緑に、いまを盛りとばかりに咲き乱れるヒナゲシの赤が色を差
す。ときおり、“田舎の香水”を載せ、当方の鼻孔をくすぐる風は
あくまでさわやか。まさに、五感で感じるリアルドライブ。オープン
エアの頭上からは、さきほどのプロトタイプより少々荒めのエグゾ
ーストノートがしっかり届く。
　流れるようなヒール・アンド・トウとともに、加減速を繰り返すス
トラダーレ。そのエグゾーストノートは、まるで五線譜の上に現わ
れた一編の交響詩のよう。仮にのんびり走る前走車が眼前に現
われたとて、心配無用。反対車線が20mも空けば、0-100km/h
＝3.55秒の俊足にモノをいわせ、アッという間のオーバーテイク
が可能だ。その加速フィーリングはクルマというより、むしろ大型
バイクのそれに近い。3～4速でさえモリモリ加速しつづける様子
は、モトクロッサーさながらだ。
　ふと気がつけば、当方の口角は上がりっぱなし。笑っているの
だ。波状さながら寄せては返す加減速の群れ。しかし、公道で
の加速感はサーキットで体感したような“ハンマー系”のそれで
はなく、何か雲のようなフワリとしたものに乗ってヒョイヒョイと飛
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ヴァラーノ・デ・メレガリの中心部にある生
産工場。週に2～3台のストラダーレが完
成し、オーナーの元へ旅立っていく。5年間
で600台が製作される予定。ムダのないテ
キパキとした動作が組み立てスタッフのモ
チベーションの高さを物語る。

フォードEcoBoost 直4 
2.3ℓエンジンに、フォー
カスRS用のターボチャー
ジャーを装着。吸気系のモ
ディファイとインタークー
ラーを付与。ギアボックス
は、シンクロ強化＋トルセ
ンデフ、クラッチはシング
ル・プレートにして軽量化。
こうした作業の結果400 
p s／6200 rpm、500 
Nm／2800～5000rpm
を発生する。 ウィンカーやホーン、ヘッドライト・スイッチなど、ステア

リングから手を離すことなく操作が可能。
シートバックには、ヘルメットがまるまるひとつ収まる収
納スペースが。

フィレンツェの方に降り、途中のムジェッロ・サーキットに立ち寄
り、高低差に富むあの美しいコースでタイムアタック。そこで最速
タイムをマークし、大満足で帰途につく―。これが、私が思い
描く、夢のクルマのコンセプトだったのです」
　レーシングカーでありながら、おだやかに公道を走ることがで
きる。こんなクルマが私は欲しい。ダラーラ御大はスタッフにそう
力説したのだった。
 「ですから、ステアリングもパワステにはしませんでした。道をそ
のままダイレクトに感じて欲しいから。もちろん、クルマと一体にな
って自分がいままさに運転しているということも感じていただきた
いんです」
 「もちろん、旅をするのですから、あくまで快適でシンプルかつイ
ージーにドライブできることも重要です。性能やコンペティションに
関しては、これまで私たちが培ってきたものを盛り込みました。空
力性能のブラッシュアップやCFRPなどはすべて蓄積のなせる
技です。そういう過程を経て完成したストラダーレですが、私た
ちはいま、このクルマを心の底から愛する多幸に浸っています」

がらの爽やかさにひたれる。とにかく、文句のつけようがない大
傑作。取材班は最後に、想いのすべてをジャンパオロ・ダラーラ
御大にぶつけてみた。
 「大学（ミラノ工科大学）を卒業して、フェラーリ、マセラティ、ラ
ンボルギーニ、デトマゾと渡り歩き、1972年に独立してダラーラと
して仕事をしてきましたが、その間、いつかは自分の名前を冠し
た夢のクルマを作りたい、という想いがありました。しかしハタと
気がつけば、私は78歳。いま作らなきゃ、そのクルマには一生会
うことはない、そう思ってキックオフ・ミーティングを催したのが
2015年のことでした」
 「でも正直、私はそのクルマをどう作っていいのか、具体的に
説明できないし、その方法もわかりません。しかし幸いに、私に
は、こんなクルマだよ、という明確なイメージがありました。まず、
そのダラーラにのって、チーザ・ヴェッキア（編注：パルマ近隣の
すばらしい景色や建物を結ぶ旧街道）を経て、あくまで快適にリ
グリア海へ南下。海にぶつかったら海岸沿いの瀟洒なシーフー
ド・レストランで海の幸を楽しみ、ふたたびクルマにのって今度は
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ダラーラ・ストラダーレに用意されるバリエーション各種。❶
ベースモデルのバルケッタ（約2000万円）。❷バルケッタに
オプションのリアウィング（約125万円）を装着。❸フロント
スクリーン（約215万円）のついたベーシックモデル。❹キャ
ノピー仕様にすべくTフレーム（約100万円）を装着。❺
CFRP製ガルウィングドア（約100万円）を付けるとLMP
カー風に印象がガラリと変わる。

❶

❹

❷

❺

❸

元F1ドライバーのパオロ・バリッラさんも、ストラダーレの購入者のひとり。バリッラさんへのインタビューは。
7月20日発売のCG classicに詳しい。

ついに、自身の名を冠した“夢のクルマ“をプロデュースしたダラーラ
御大。今年9月には82歳になる由。

まさにWECのLMPカーを想起させるダラーラ・ストラダーレの
リアビュー。本文にもある通り、ドアの切り欠きがないことに注
目されたい。すでにEU、英国、スイス、日本の型式認定を取得済
みだが、安全装備規定の充実が求められるアメリカではレーシ
ングカーとして販売する由。

T R A C K  &  R O A D  I M P R E S S I O N

Dallara Stradale
全長×全幅×全高：4185×1875×1041mm｜ホイー
ルベース：2475mm｜車重：855kg ｜駆動方式：RWD
｜エンジン：2300cc 直列4気筒ターボ（横置きミドシッ
プ）｜最高出力 :  400ps／6200rpm｜最大トルク：
500Nm（50.98mkg）／3000～5000rpm ｜ギアボッ
クス：5段MT／セミAT｜ サスペンション：前後ダブルウィ
ッシュボーン｜乗車定員：2名｜最高速度 : 280km/h｜
0-100km/h : 3.25秒｜100-0km/h : 31m｜基本価
格：15万5000ユーロ（約2000万円）

　人生を楽しむため、人生の瞬間を噛みしめ、生きていることを
このクルマとともに実感して欲しい。ダラーラ御大はついに完成
した“夢のクルマ”にそんな想いを込め、世に送り出した。
　ご存知の向きも多いだろうが、ダラーラはレーシングカーを開
発・販売する一方で、世界中の自動車メーカーをパートナーに迎
え、先端素材を用いる車両の製作コンサルタント業を積極的に展
開している。たとえば、ブガッティ・ヴェイロンやシロンがダラーラで
デザインされたことは有名な話だし、他ブランドでもCFRPを多用
する高性能スーパースポーツの製作に深く関与している。アル
ファ・ロメオ8C や4C、ランボルギーニ・アヴェンタドールなどはそ
の好例だ。つまり、今回のストラダーレには、そうした幅広い経験
と知見に裏打ちされたノウハウが、ふんだんに盛り込まれている。

どこかのレーシングカー・コンストラクターが、初の自社スポーツカ
ーを発表したという話とは、少々趣きが異なる。ダラーラはロード
カーの世界でも、すでにして“賢人”の域に達しているのである。
　ヴァラーノ・デ・メレガリ中心部にある、ダラーラ御大生家の隣
に建設された専用工場では、向こう5年間で600台のダラーラ・
ストラダーレが生産されることになっている。車両基本価格は15
万5000ユーロ（約2000万円）。詳しくは別表を参照されたいが、
さまざまなオプショナル・コンポーネントが用意されている。
　人生という旅路を豊かに彩り、クルマというより“相棒”と呼ぶ
にふさわしい、そんな一台。ダラーラ・ストラダーレと同じ時代を
生きる我が身の多幸に自然とアタマが下がる、ヴァラーノ・デ・メ
レガリの夕暮れどきだった。


